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～みんなで築こうより良い環境～

第
34
回

開催日 会議 内容

6月10日㈪ 本会議 開会・市長所信表明・議案審
議など

6月12日㈬ 本会議 代表質問
6月13日㈭･14日㈮
･17日㈪～ 19日㈬ 本会議 一般質問

6月21日㈮・
24日㈪・25日㈫

常　　任
委員会等 付託案件の審査など

6月27日㈭ 本会議 委員会審査報告など・閉会

令和元年第2回市議会定例会
▷問合せ　 議会事務局・内線2002(ファ

クス042-563-5926)まで。

※通常の会議時間は午前9時30分～正午、午後1時30分～5時です。
※手話通訳は1週間前までに申込みください。

なんでも聞こう！無料歯科相談
（歯科医療連携推進事業）

▷時間　午前 10 時～午後２時
▷場所　市立保健センター
▷内容　 歯科健診・相談、体験コーナー（口臭測定、顕微鏡で口の中

のばい菌を見てみよう）／訪問歯科診療の相談にも応じます
▷主催　 一般社団法人東京都東大和市歯科医師会及び東大和市

フードドライブ

小さくなり、着られなくなってしまったこども服を回収します。当日、
会場にお持ちください。また、気に入ったものはお持ち帰りできます。
※ベビー服及び 130㎝までの子ども服に限ります。
※以下のものは回収できません。

ペットボトル
　　自動回収機の設置

ごみ収集を体験しよう

6月 2日 (日)

午前9 時45分～
　　午後2時30分

市役所北側駐車場ほか
※  車での来場はご遠慮ください。
※雨 天でも実施します。
▷問合せ　環境課・内線1272まで。

環境市民の集い
２面：市政功労者をご推薦ください　　　  ３面：蔵敷公民館まつり　　　  ４面：「子育てひろば」に行ってみよう！
５面：東大和市　創業塾　　　　6・７面：情報マップ・医師会コーナー　　　　8面：ハミングホール・市民記者レポート

同時開催
　  展示・啓発・実践活動コーナー
　   ・空堀川の現状の紹介　  ・落ち葉のしおりづくり  ・雑貨の回収
　   ・ソーラークッカー実演  ・地域猫活動のＰＲ　　  ・平和のＰＲ
　   ・薬物模型の展示　　　  ・使用済み注射針の回収  ・木工教室
　   ・放射能に関する展示　  ・エコスポーツ　　　　  ・害虫獣クイズ　
　   ・マイクロプラスチック問題に関する展示　　　   ・動物なんでも相談
　   ・狭山緑地保全活動の紹介や工作　　　　　　　   ・木のぬくもり体験
　   ・ガス管リサイクルによる風車作り　　　　　　   ・菊苗等の無料配布

　  行政コーナー
　   ・ごみ処理事業紹介　　  ・東京水の試飲　　　　   ・ちょこバス展示
　   ・ホタルの里事業紹介　  ・地球温暖化に関する啓発
　   ・トトロの森保全活動ＰＲ

環境ポスター展
ステージプログラム

こども服無料交換会

　ご家庭にある空のペットボトルをお持ちください。
　ペットボトルは中をゆすぎ、キャップとラベルを外してく
ださい。回収機に投入すると nanaco ポイントが付きます。

　市民の皆さんが排出した廃棄物を収集し
ているごみ収集車を展示します。
※運転席に乗って写真撮影もできます。
・午前 11 時から　収集車への投入体験

家庭で余っている食品を回収し、必要な方に届
ける取り組みです。当日、会場にお持ちください。
※生鮮食品、びん詰食品は対象外です。
※ 未開封で賞味期限まで 1 か月以上期間のあるも

のに限ります。

▷午前 11時から
　・大和富士幼稚園児によるパフォーマンス
▷正午から
　・環境ポスター展最優秀作品表彰式
　・第四中学校吹奏楽部による生演奏

　市内小学校4年生(平成30年度)から募集
した作品を展示します。

　  

　  

　　自動回収機の設置
　ご家庭にある空のペットボトルをお持ちください。

フードドライブ

ごみ収集を体験しよう

ステージプログラム
▷午前 11時から

　 汚れや破れがあるもの、肌着・下着・靴下・トレパン・お
むつ・おむつカバー等肌に直接触れるもの、よだれかけ

「環境市民の集い」は楽しみながら環境のことを学び・体験できるイベントです。



募
集
し
ま
す

男
女
共
同

参
画
川
柳

■
人
間
ド
ッ
ク
等
受
診
料
助
成

　

国
民
健
康
保
険（
以
下
国
保
）

及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

（
以
下
後
期
）
の
被
保
険
者
の

方
を
対
象
に
、
疾
病
の
早
期
発

見
や
健
康
保
持
・
増
進
の
た
め
、

人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク

の
受
診
料
（
上
限
二
万
三
、
〇

〇
〇
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

市
政
功
労
者
を

ご
推
薦
く
だ
さ
い

後
期
高
齢
者
医
療

歯
科
健
康
診
査

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
、
今
年
度
76
・
80
・
85
歳

に
な
る
方
（
対
象
者
に
は
、
保

険
年
金
課
か
ら
個
別
に
水
色
の

は
が
き
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
下
表
の
と
お
り
）

▽
受
診
期
間　

７
月
１
日
㈪
～

▽
対
象　

受
診
日
に
被
保
険
者

の
資
格
が
あ
り
、
申
請
日
に
す

で
に
納
期
限
が
到
来
し
て
い
る

保
険
税（
料
）を
完
納
し
て
い
る

方
（
国
保
は
40
歳
以
上
の
方
）

▽
助
成
回
数　

人
間
ド
ッ
ク･

脳
ド
ッ
ク
合
わ
せ
て
年
度
１
回

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

保
険

証
、
人
間
ド
ッ
ク
等
が
明
記
さ

れ
て
い
る
領
収
書
、
本
人
（
国

保
の
場
合
は
世
帯
主
）
の
印
鑑

及
び
振
込
先
が
わ
か
る
も
の

▽
申
請
期
限　

受
診
後
１
年
以

内

■
葬
祭
費
支
給

　

国
保
及
び
後
期
の
被
保
険
者

の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
、

喪
主
の
方
に
葬
祭
費（
５
万
円
）

を
支
給
し
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

葬
儀

等
の
領
収
書
（
喪
主
の
方
及
び

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
氏
名
記
載

の
も
の
）、
喪
主
の
方
の
印
鑑
、

振
込
先
が
わ
か
る
も
の
、
亡
く

な
ら
れ
た
方
の
保
険
証

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
保
険
年

金
課
・
内
線
１
０
２
３
（
国
保
）、

１
０
２
８
（
後
期
）
ま
で
。

令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

※
医
療
機
関
の
休
診
日
は
除
く 

▽
受
診
で
き
る
医
療
機
関　

指

定
医
療
機
関

▽
受
診
内
容　

問
診
、
口
腔
内

診
査

※
詳
細
は
、
は
が
き
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
対
象
の
方
で
は
が
き

が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
８
ま
で
。

　

市
で
は
、
市
政
の
振
興
、
公

共
の
福
祉
増
進
、
文
化
の
向
上
、

公
益
の
増
進
等
に
功
績
の
あ
っ

た
方
、
善
行
の
あ
っ
た
方
ま
た

は
広
く
市
民
の
模
範
と
な
る
方

や
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

▽
推
薦
基
準

①
社
会
福
祉
事
業
の
振
興
、
保

健
衛
生
の
普
及
推
進
、
防
災
・

交
通
安
全
・
地
域
の
発
展
、
学

校
教
育
の
振
興
、
社
会
教
育
の

発
展
な
ど
に
２
年
以
上
継
続
し

て
多
大
な
功
績
の
あ
っ
た
方

②
２
年
以
上
継
続
し
て
善
行
を

行
っ
て
い
る
方

③
人
命
救
助
等
多
く
の
市
民
の

模
範
と
な
る
善
行
の
あ
っ
た
方

④
そ
の
他
、
市
の
公
益
に
特
に

功
績
の
あ
っ
た
方

※
過
去
に
表
彰
状
ま
た
は
感
謝

状
を
受
け
た
方
が
、
同
一
の
功

績
で
推
薦
さ
れ
た
と
き
は
、
表

彰
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象
期
間　

平
成
30
年
６

月
１
日
～
令
和
元
年
５
月
31 

日※
継
続
的
な
功
績
に
つ
い
て
は

こ
の
期
間
に
終
了
し
て
い
る
場

合
を
対
象
と
し
、
善
行
は
継
続

中
で
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
推
薦
方
法　

次
の
事
項
を
記

入
し
た
推
薦
書
（
800
字
以
内
）

を
、
６
月
28
日
㈮
ま
で
に
総
務

管
財
課（
市
役
所
３
階
）に
提
出

①
候
補
者
の
住
所
、
氏
名

②
推
薦
者
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号

③
推
薦
理
由
（
対
象
と
な
る
行

為
、
期
間
、
場
所
等
を
記
入
）

▽
選
考
方
法　

審
査
会
で
選
考

※
選
考
結
果
は
表
彰
を
も
っ
て

発
表
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

▽
表
彰
式　

10
月
５
日
㈯
（
予

定
）

▽
問
合
せ　

総
務
管
財
課
・
内

線
１
３
１
１
ま
で
。

都
営
住
宅

（
地
元
割
当
）

入
居
者
募
集

▽
募
集
内
容

・
２
人
以
上
世
帯
向
（
東
京
街

道
：
１
戸
）

・
３
人
以
上
世
帯
向
（
清
水
二

丁
目
：
１
戸
、
向
原
：
１
戸
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
申
込
資
格　
（
次
の
全
て
に
該

当
す
る
こ
と
）

①
東
大
和
市
に
居
住
し
て
い
る

こ
と
。

②
同
居
親
族
が
い
る
こ
と
。

③
世
帯
の
所
得
が
、
東
京
都
の

定
め
る
基
準
内
で
あ
る
こ
と
。

④
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

⑤
申
込
者（
同
居
親
族
を
含
む
）

が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

※
詳
細
は
申
込
書
参
照

▽
申
込
書
の
配
布　

５
月
20
日

㈪
～
29
日
㈬
に
地
域
振
興
課

（
市
役
所
３
階
、
土
・
日
曜
日

は
除
く
）、
市
民
セ
ン
タ
ー 

（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）

▽
申
込
み　

申
込
書
を
配
布
期

間
中
に
地
域
振
興
課
へ
提
出
ま

た
は
郵
送
（
５
月
29
日
㈬
ま
で

の
消
印
有
効
）

▽
問
合
せ　

地
域
振
興
課
・
内

線
１
７
１
５
ま
で
。

国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

■
人
間
ド
ッ
ク
等

受
診
料
助
成

■
葬
祭
費
支
給

男
女
共
同
参
画
講
座

 

輝
く
☆
女
性
を
応
援
!!

『
わ
た
し
』
ら
し
く
働
く
た
め
に

　

ど
ん
な
ふ
う
に
働
き
た
い
の
、

な
ん
の
た
め
に
働
く
の
を
整
理

し
て
、『
わ
た
し
』
ら
し
い
働
き

方
を
探
す
第
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
す
。

▽
日
時
・
内
容　

①
１
日
目
：
６
月
21
日
㈮
午
前

10
時
～
正
午
／
「
働
く
こ
と
と

わ
た
し
の
関
係
を
見
つ
め
な
お

す
」

②
２
日
目
：
７
月
５
日
㈮
午
前

10
時
～
正
午
／「
な
り
た
い『
わ

た
し
』
に
向
か
っ
て
～
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
る
～
」

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
定
員　

20
人
（
全
２
回
出
席

可
能
な
方
を
優
先
。
申
込
順
）

▽
講
師　

岩
嶋
寿
子
氏
（
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

▽
一
時
保
育　

定
員
６
人
（
１

歳
以
上
の
未
就
学
児
・
申
込
順
）

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
手
話
通
訳　

フ
ァ
ク
ス
（
042

―
563
―
５
９
３
１
）
ま
た
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

６
月
20
日
㈭

※
一
時
保
育
、
手
話
通
訳
の
申

込
期
限
は
６
月
７
日
㈮
ま
で
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

地
域
振

興
課
・
内
線
１
７
１
５
ま
で
。

　

市
で
は
、
学
校
、
家
庭
や
職

場
等
で
感
じ
た
こ
と
、
家
事
・

育
児
や
家
族
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

等
を
テ
ー
マ
に
し
た
川
柳
の
募

集
を
行
い
ま
す
。

　

入
賞
作
品
は
今
後
の
男
女
共

同
参
画
の
啓
発
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

▽
募
集
作
品　

男
女
共
同
参
画

社
会
を
推
進
し
、
そ
の
実
現
へ

の
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め

の
川
柳
（
五
・
七
・
五
）　　

▽
平
成
30
年
度
最
優
秀
賞
作
品

▽
応
募
方
法　

①
作
品（
漢
字

に
は
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ

さ
い
）②
住
所
③
氏
名（
ふ
り
が

な
）④
年
齢
⑤
性
別
⑥
電
話
番

号
⑦
市
内
在
住
で
な
い
方
は
勤

務
先
ま
た
は
学
校
名
を
記
入
し

て
、
地
域
振
興
課
（
市
役
所
３

階
）
へ
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
（
042
―
563
―
５
９
３
１
）
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。
様
式
は
自

由
で
複
数
応
募
可
能
で
す
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

応
募
で
き
ま
す
。

▽
募
集
期
限　

10
月
４
日
㈮

▽
入
賞
決
定　

川
柳
選
考
委
員

会
に
お
い
て
入
賞
作
品
を
決
定

▽
発
表　

入
賞
者
に
文
書
で
通

知
し
、
来
年
２
月
に
行
わ
れ
る

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
タ
で
表

彰
式
を
行
い
、
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
。
市
報
及
び
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
ま
す
。

▽
そ
の
他　

川
柳
は
自
作
で
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

過
去
に
応
募
さ
れ
た
作
品
は
無

効
で
す
。
応
募
作
品
の
著
作
権

は
市
に
帰
属
し
ま
す
。
応
募
作

品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
取
得
し

た
個
人
情
報
は
、
本
企
画
に
関

連
す
る
業
務
に
限
り
使
用
し
ま

す
。

▽
問
合
せ　

地
域
振
興
課
・
内

線
１
７
１
５
ま
で
。

ご
協
力
く
だ
さ
い

工
業
統
計

調
査

　

総
務
省
・
経
済
産
業
省
で
は
、

「
工
業
統
計
調
査
」
を
６
月
１

日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業

を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
、
１

年
間
の
生
産
活
動
に
伴
う
製
造

品
の
出
荷
額
、
原
材
料
使
用
額

な
ど
を
調
査
し
、
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
対
象
事

業
所
に
は
、
本
年
５
月
中
旬
か

ら
６
月
に
か
け
て
、
東
京
都
知

事
か
ら
任
命
さ
れ
た
統
計
調
査

員
が
訪
問
し
ま
す
。
調
査
員
は

「
調
査
員
証
」
を
必
ず
携
帯
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

総
務
管
財
課
・
内

１
３
１
２
ま
で
。

実
施
し
ま
す

経
済
セ
ン
サ
ス
‐ 

基
礎
調
査　ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）と
は、2015年の国連サミットで採択され
た2030年までの国際目標です。持続可
能な世界を実現するため、17の目標が
あり、ジェンダー（社会的・文化的性
別）平等の実現も掲げられています。
　日本では、女性に配慮したインフラ
整備や母子保健サービスの拡大、女子
教育や理系分野で活躍する女性の拡大
等を通じて、女性の活躍推進と質の高
い成長を目指しています。

男女共同参画キーワード

（持続可能な開発目標）
～ＳＤＧｓ～

　

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
は
、

統
計
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
国

の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で

あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
日
本
の
事
業

所
・
企
業
の
産
業
や
規
模
な
ど

の
基
本
的
構
造
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
各
種
統

計
調
査
の
母
集
団
情
報
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
は
全
国
に
あ
る
す
べ
て

の
事
業
所
及
び
企
業
を
対
象
に

行
わ
れ
、
６
月
以
降
調
査
員
が

調
査
用
端
末
を
持
っ
て
調
査
区

を
ま
わ
り
ま
す
。

　

一
部
の
対
象
事
業
所
に
は
調

査
票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

統
計
法
で
は
、
調
査
を
受
け

る
人
に
は
「
報
告
義
務
」
が
、

調
査
員
に
は
「
守
秘
義
務
」
が

そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

調
査
票
の
内
容
は
、
統
計
作
成

の
目
的
以
外
に
は
使
用
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

総
務
管
財
課
・
内

線
１
３
１
２
ま
で
。

パ
パ
と
マ
マ

　
　育
児
リ
レ
ー
で

　
　
　
　
　金
メ
ダ
ル

対象者 生年月日

７６歳の方 昭和18年４月２日
〜昭和19年４月１日

８０歳の方 昭和14年４月２日
〜昭和15年４月１日

８５歳の方 昭和９年４月２日
〜昭和10年４月１日

　ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）と
は、2015年の国連サミットで採択され
た2030年までの国際目標です。持続可
能な世界を実現するため、17の目標が
あり、ジェンダー（社会的・文化的性
別）平等の実現も掲げられています。
　日本では、女性に配慮したインフラ
整備や母子保健サービスの拡大、女子
教育や理系分野で活躍する女性の拡大
等を通じて、女性の活躍推進と質の高
い成長を目指しています。

男女共同参画キーワード

（持続可能な開発目標）
～ＳＤＧｓ～
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公
民
館
を
利
用
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
の
日
頃
の
活
動
成
果
を

展
示
・
舞
台
発
表
し
ま
す
。

▽
期
日　

５
月
25
日
㈯
・
26
日

㈰▽
場
所　

蔵
敷
公
民
館
（
車
で

の
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

▽
内
容　

下
表
の
と
お
り
。

▽
問
合
せ　

蔵
敷
公
民
館
☎
042

─
566
─
０
５
５
１
ま
で
。

・
対
象
：
参
加
者
の
方
。
保
護

者
の
方
は
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

・
日
時
：
７
月
13
日
㈯
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

・
場
所
：
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
申
込
書
の
配
付　

市
内
中
学

校
、
教
育
指
導
課
（
市
役
所
５

階
）
で
配
布
し
ま
す
。
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

６
月
５
日
㈬

▽
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
市
内
中
学
校

に
通
う
方
は
学
校
に
、
市
外
中

学
校
に
通
う
方
は
教
育
指
導
課

に
郵
送
・
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

教
育
指
導
課
・
内

線
１
５
３
５
ま
で
。

各
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
場
所　

郷
土
博
物
館

▽
定
員　

20
組
（
申
込
順
）

▽
内
容　

ロ
ケ
ッ
ト
の
製
作
や

身
近
な
科
学
実
験
の
ほ
か
、
レ

ポ
ー
ト
発
表
も
し
ま
す
。

▽
費
用　

一
、
五
〇
〇
円
（
年

間
・
材
料
費
）

▽
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｋ
Ｕ
─

Ｍ
Ａ
か
ら
派
遣　

他

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
等

◎
吉
岡
堅
二
作
品
を
展
示

　

（
仮
称
）
東
大
和
郷
土
美
術

園
の
公
開
に
合
わ
せ
て
、
郷
土

博
物
館
で
も
日
本
画
家
・
吉
岡

堅
二
の
日
本
画
を
展
示
し
ま
す
。

　

博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る

作
品
の
中
か
ら
、
今
ま
で
あ
ま

り
展
示
さ
れ
な
か
っ
た
作
品
も
、

特
別
に
公
開
し
ま
す
。
期
間
限

定
の
展
示
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

５
月
24
日
㈮
〜
26
日

㈰
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
企
画
展

示
室

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

郷
土
博
物
館
☎
042
─
567
─
４
８

０
０
ま
で
。

・
鑑
賞
会
：
６
月
16
日
㈰

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

▽
場
所　

喜
多
方
市
塩
川
町
御

殿
場
４
─
17

▽
費
用　

無
料

▽
問
合
せ　

花
し
ょ
う
ぶ
祭
り

実
行
委
員
会
☎
０
２
４
１
─
27

─
２
１
２
２

※
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
に

つ
い
て
は
喜
多
方
観
光
物
産
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

地
域
振
興
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で

小
学
生
以
上
の
親
子

▽
日
時　

６
月
１
日
㈯
午
前
10

時
か
ら
（
受
付
は
午
前
９
時
30

分
か
ら
）

※
小
雨
決
行
。
荒
天
時
は
翌
日

順
延
。
順
延
が
決
定
し
た
場
合

は
、
当
日
午
前
９
時
ま
で
に
電

　

昭
島
市
と
共
同
で
、
楽
し
く

英
語
に
挑
戦
で
き
る
２
泊
３
日

の
宿
泊
体
験
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
八
ヶ
岳
の
自
然
の
中
で
ア

メ
リ
カ
人
学
生
に
よ
る
ネ
イ
テ

ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
英
会
話
を

体
験
し
、
互
い
の
文
化
を
理
解

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
中
学
生

▽
期
間　

７
月
22
日
㈪
〜
24

日
㈬
（
２
泊
３
日
）

▽
場
所　

調
布
市
八
ヶ
岳
少
年

自
然
の
家
（
山
梨
県
）

※
東
大
和
市
役
所
に
集
合
し
、

バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

▽
定
員　

30
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
。
初
め
て
の
方
を
優
先

し
ま
す
）

▽
参
加
費　

七
、
〇
〇
〇
円

▽
事
前
説
明
会

◎
自
然
観
察
会「
薬
草
観
察
会
」

（
事
前
申
込
が
必
要
で
す
）

　

身
近
な
と
こ
ろ
に
も
薬
用
植

物
が
い
っ
ぱ
い
。
薬
草
を
中
心

に
初
夏
の
植
物
を
観
察
し
ま
す
。

後
半
は
、
室
内
で
薬
草
茶
の
試

飲
と
、「
ラ
ン
科
の
薬
用
植
物
」

に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
見
な

が
ら
お
話
を
聞
き
ま
す
。

▽
期
日　

６
月
23
日
㈰

▽
集
合　

午
前
９
時
30
分
・
郷

土
博
物
館
会
議
室

▽
観
察
地　

市
立
狭
山
緑
地

▽
案
内　

鈴
木
幸
子
氏
（
元
薬

用
植
物
園
職
員
）

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具

◎｢

宇
宙
の
学
校｣

受
講
者
募
集

　

親
子
で
宇
宙
や
科
学
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
楽
し
い
工
作

実
験
を
し
ま
す
。

▽
対
象　

小
学
生
と
保
護
者・
２

回
以
上
参
加
で
き
る
方

▽
日
時　

①
６
月
16
日
㈰
、
②

９
月
８
日
㈰
、
③
11
月
17
日
㈰

○
御
殿
場
公
園
の
花
し
ょ
う
ぶ

　

歴
代
会
津
藩
主
一
家
の
行
楽

地
で
あ
っ
た
御
殿
場
公
園
に
、

６
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て

３
万
６
千
株
も
の
花
し
ょ
う
ぶ

が
咲
き
誇
り
ま
す
。
期
間
中
は
、

花
し
ょ
う
ぶ
祭
り
や
鑑
賞
会
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
期
間
（
予
定
）　

・
花
し
ょ
う
ぶ
祭
り
：
６
月
15

日
㈯
〜
６
月
30
日
㈰

　

地
産
地
消
の
体
験
事
業
と
し

て
、
さ
つ
ま
い
も
の
植
付
け
体

験
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

植
付
け
体
験
に
参
加
さ
れ
た
方

は
、
秋
に
実
施
予
定
の
さ
つ
ま

い
も
収
穫
体
験
に
優
先
的
に
ご

案
内
し
ま
す
。

　

つ
な
わ
た
り
・
し
ゃ
ぼ
ん
玉
・

木
か
ら
吊
る
し
た
ブ
ラ
ン
コ
な

ど
で
遊
ぼ
う
！

▽
対
象　

幼
児
〜
小
学
生
く
ら

い
ま
で

▽
日
時　

毎
月
第
４
土
曜
日
午

前
10
時
〜
正
午
（
７
月
・
８
月
・

12
月
・
１
月
は
除
く
。
雨
天
中

止
）

▽
場
所　

立
野
西
公
園
（
上
北

台
駅
東
側
そ
ば
）

▽
内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

公
園
に
は
な
い
遊
具
・
工
作
ブ

ー
ス
な
ど
を
用
意
し
て
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
普
段
は
で
き
な

い
遊
び
が
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
３
ま
で
。

話
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

▽
場
所　

や
す
じ
ぃ
の
農
園

（
蔵
敷
２
─
623
─
１
）

▽
定
員　

20
組
（
申
込
順
）
１

組
４
人
ま
で

▽
費
用　

無
料

▽
持
ち
物　

汚
れ
て
も
い
い
服

装
、
軍
手
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
等

▽
申
込
み　

５
月
15
日
㈬
午
前

８
時
30
分
か
ら
電
話
受
付
（
定

員
に
達
し
次
第
受
付
終
了
）

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
２
ま
で
。

皆さんのご来館をお待ちしています

第37回

蔵敷公民館まつり
～開館40年
仲間とつむぐ夢ある未来～

参
加
者
募
集

ア
メ
リ
カ
ン

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

郷
土
博
物
館
の

　
　
イ
ベ
ン
ト

友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

喜
多
方
市
に

出
か
け
よ
う

５月25日㈯

冒険あそび

さ
つ
ま
い
も
植
付
け
体
験

　
　
　

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

開会式

 
午前9時 

～9時30分
お囃子 

（芋窪囃子保存会）
午前9時30分～10時
正午～午後0時30分

お囃子 
（芋窪囃子保存会）

午前9時30分
～10時 展示・舞台発表 午前10時 

～午後3時40分

展示発表  午前10時 
～午後4時 お絵かき・ぬ

り絵天国
（LANDMARK）

午前10時 
～午後3時舞台発表  午前10時 

～午後5時30分 
他館交流事業（東大和落
語研究会 上北亭）

午後１時 
～１時30分 吹矢（スポー

ツウエルネ
ス吹矢）

午後0時35分 
～1時25分茶席（さざんか）

※茶席料200円 
午前10時 

～午後3時
縁台将棋 

（盤寿の会） 
午前10時 

～午後2時 閉会式  午後3時40分 
～4時10分

切り絵体験（切り絵愛好会） 25日㈯　午前10時～午後3時30分 
26日㈰　午前10時～午後3時 

ロボットカー体験（蔵敷スマホ・だべりサロン）
※小学生対象 

25日㈯　午前11時～正午 
26日㈰　午前10時～11時 

スマホミニ講座（蔵敷スマホ・だべりサロン）
※成人対象 午前11時～正午、午後1時～2時 

模擬店〔鉢花・おにぎり・駄菓子・飲み物・パ
ン（25日のみ）・わたあめ（26日のみ）・福祉
施設による焼きそばの販売など〕

午前10時30分～売切れ次第終了

5月25日（土）・26日（日）両日

5月25日（土） 5月26 日（日）

体
験・イ
ベ
ン
ト

コ
ー
ナ
ー

体
験・イ
ベ
ン
ト

コ
ー
ナ
ー

体
験・

イ
ベ
ン
ト

コ
ー
ナ
ー

▲昨年の様子

 

 

 

 公民館五館合同事業 
ヒガシヤマト未来大学 

☆クリスマスの森 
空き店舗を借りてワークショップなどを 
実施して盛り上がりました。 

☆たきｖｉｖａ！ 
下立野林間こども広場
（七森）でたき火を囲
みます。 

☆DABERIBA！ 
まずはおしゃべり！ 
参加者同士でいろいろな 
思いを語り合います。 

【参加申込受付中のテーマ】 
・中央 土から学ぶ食のこと～自然を生かして、人と地域を繋げよう～ 

日時：５月 25 日㈯～７月６日㈯（全５回）午後２時～４時
場所：中央公民館
定員：20 人（申込順）
講師：内野滋一氏（農家）、栗栖佳代氏（「クリカ食堂」主宰） 
内容：自然農法の学習、野菜の料理教室など 
申込み：５月 22 日㈬までに中央公民館まで

【参加申込時期未定のテーマ】 
・南街 ヒガシヤマトガーデンシティ空想！ 
日程：６月８日㈯から（全４回）

・狭山 フットパス活動と民泊 
日程：９月 28 日㈯～11月９日㈯（全４回）

・蔵敷 詳細検討中
・上北台 続・団地とまちをつなぐ 
日程：９月～12月（全５回（予定））

誕生したプロジェクト 今年度に取り組む予定テーマ・開催時期

バージョンアップ！ 

 

　ヒガシヤマト未来大学は「公民館講座をきっかけ
にメンバーと参加者が、さらに自立してプロジェク
トを仕掛け、まちを巻き込んでいく」、そんなヒガ
シヤマト流ソーシャル大学です。
　昨年度は講座をきっかけに、講座間をわたって
人のつながりができ、「やりたいこと」が有機的に
始まりました。１館の講座にとどまらないのが、
「ヒガシヤマト未来大学」です。これをどう組織
し、やりたいことを実現し、仲間を集めるかはまだ
まだ発展途上です。 

　スタッフは仕事帰りの夜に、休日に何度も集まり、
熱く語り合っています。今年度も講座、プロジェクト
にご注目ください。
　各講座の詳細はこうみんかんだより（５月１日号）
または市のホームページをご覧ください。今後もこう
みんかんだよりやフェイスブック等で講座やプロジェ
クトのご案内をする予定です。多くの皆さんのご参加
をお待ちしています。

問合せ　中央公民館☎042─564─2451まで。

友好都市交流促進補助金制度をご利用ください 市では、喜多方市との交流・親睦を目的に個人の宿泊または団体同士の交流に対して補助をしてい
ます。補助の詳細・申請方法等詳しくはお問い合わせください／地域振興課・内線１７１１まで
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市
内
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
外
国
人
の
た

め
の
日
本
語
学
習
教
室
が
３
つ

あ
り
ま
す
。
日
本
語
学
習
教
室

で
は
、
日
本
語
の
学
習
者
及
び

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
教
室
に
よ
り
活
動
場
所・

曜
日
・
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所
・
連
絡
先

・
日
本
語
の
会
：
毎
週
木
曜
日

／
午
前
10
時
～
正
午
／
南
街
公

民
館
／
荒
畑
☎
080
―
１
３
２
３

―
８
５
４
７

・
に
ほ
ん
ご
友
の
会
：
毎
週
土

曜
日
／
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分
／
中
央
図
書
館
／
高
橋
☎

090
―
４
５
９
８
―
１
３
８
２

・
あ
つ
ま
れ
日
本
語
ひ
ろ
ば
：

毎
週
火
曜
日
／
午
後
２
時
～
３

時
30
分
／
毎
週
金
曜
日
／
午
前

10
時
～
11
時
30
分
／
桜
が
丘
市

民
セ
ン
タ
ー
／
西
山
☎
090
―
６

７
０
７
―
５
９
９
７

※
詳
し
く
は
各
教
室
に
直
接
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

地
域
振
興
課
・
内

線
１
７
１
１
ま
で
。

　

保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
、

保
育
を
必
要
と
す
る
皆
さ
ん
の

専
門
相
談
員
で
す
。

　

学
校
就
学
前
の
児
童
の
保
護

者
が
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に

選
択
し
、
か
つ
、
円
滑
に
利
用

で
き
る
よ
う
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
情
報
の
集
約
・
提
供
、

相
談
受
付
等
の
利
用
の
支
援
・

援
助
を
行
い
ま
す
。

　

保
育
施
設
選
び
に
迷
っ
た
り
、

ご
事
情
が
あ
る
場
合
な
ど
、
保

育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▽
お
受
け
す
る
相
談
内
容

・
保
育
施
設
の
入
園
に
関
す
る

相
談

・
保
育
施
設
に
入
園
で
き
な
か

っ
た
方
に
対
す
る
相
談

・
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
等

▽
日
時　

月
～
金
曜
日
の
午
前

８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
1
時

～
5
時
（
事
前
の
予
約
を
お
勧

め
し
ま
す
）、
土
曜
日
の
午
前

８
時
30
分
～
正
午
（
前
週
金
曜

日
ま
で
の
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
）　

※
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
。

▽
場
所　

保
育
課
（
市
役
所
１

階
）

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
５
ま
で
。

　

玉
川
上
水
駅
第
1
公
共
自
転

車
等
駐
車
場
の
一
部
を
改
修
し
、

新
た
な
一
時
利
用
枠
（
自
転
車

102
台
・
バ
イ
ク
3
台
）
の
オ
ー

プ
ン
を
、
６
月
中
旬
に
予
定
し

て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
の
詳
し

い
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
決
定

次
第
市
報
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

一
時
利
用
は
空
い
て
い
れ
ば

ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
駐
車
料
金
（
１
回
あ
た
り
）

・
自
転
車
100
円（
24
時
間
ご
と
）

・
バ
イ
ク
150
円（
24
時
間
ご
と
）

※
バ
イ
ク
は
50
ｃ
ｃ
以
下
の
み

利
用
可
能
で
す
。ミ
ニ
カ
ー（
水

色
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。 

▽
公
共
自
転
車
等
駐
車
場
の
ご

利
用
・
運
営
に
関
す
る
問
合
せ

　
（
公
財
）自
転
車
駐
車
場
整
備

セ
ン
タ
ー
☎
03
―
６
２
６
２
―

５
２
９
０
（
平
日
午
前
9
時
～

午
後
５
時
15
分
）
へ
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
３
ま
で
。

　

市
で
は
、
婚
姻
届
等
を
提
出

し
た
記
念
に
写
真
撮
影
を
す
る

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

夫
婦
と
な
る
お
二
人
に
と
っ
て

の
記
念
日
を
大
切
な
思
い
出
と

し
て
残
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
市
役

所
の
開
庁
時
間
の
み
の
ご
利
用

と
な
り
ま
す
。

▽
設
置
場
所　

市
役
所
１
階
入

口
ホ
ー
ル

※
カ
メ
ラ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
の
撮
影
機
器
は
ご
本
人
が
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
民
課
・
内
線
１

０
１
１
ま
で
。

　

自
転
車
は
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
利
用
す
る
手
軽
で
便

利
な
乗
り
物
で
す
。
自
転
車
に

乗
る
時
は
、
次
の
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
安
全
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

・
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、

歩
道
は
例
外

・
車
道
は
左
側
を
通
行

・
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
自

転
車
は
車
道
寄
り
を
徐
行

・
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
（
飲
酒

運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の
禁

止
、
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
、

交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時

停
止
、
安
全
確
認
）

・
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用※
傘
さ
し
運
転
、
自
転
車
運
転

中
の
携
帯
電
話
使
用
等
、
自
転

車
運
転
中
の
イ
ヤ
ホ
ン
・
ヘ
ッ

ド
ホ
ン
の
使
用
も
ル
ー
ル
違
反

で
す
。

※
自
転
車
に
乗
る
時
は
、
大
人

の
方
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

○
危
険
行
為
を
繰
返
す
と
、「
自

転
車
運
転
者
講
習
」
の
受
講
が

義
務
に
な
り
ま
し
た

・
改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に

よ
り
平
成
27
年
6
月
1
日
か
ら

信
号
無
視
や
一
時
不
停
止
等
、

特
定
の
危
険
行
為
を
過
去
3
年

以
内
に
2
回
以
上
繰
返
す
と
、

自
転
車
運
転
者
講
習
の
受
講

（
講
習
手
数
料
の
標
準
額
は
、六
、

〇
〇
〇
円
）
が
命
じ
ら
れ
ま
す
。

※
命
令
を
受
け
て
か
ら
3
か
月

以
内
の
指
定
さ
れ
た
期
間
内
に

受
講
し
な
い
と
5
万
円
以
下
の

罰
金
に
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
警
察
署
☎

042
―
566
―
０
１
１
０
へ
。

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
る
が
も
」
で
は
、
保
育
士

が
児
童
館
や
集
会
所
な
ど
に
出

張
し
、
手
遊
び
や
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
や
保
育

士
に
子
育
て
相
談
も
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
日
程
・
場
所　

６
月
５
日
㈬
：

清
水
集
会
所
／
６
月
12
日
㈬
：

新
堀
地
区
会
館
／
６
月
18
日

㈫
：
か
み
き
た
だ
い
児
童
館
／

６
月
24
日
㈪
：
芋
窪
集
会
所

▽
時
間　

午
前
10
時
30
分
～
11

時
45
分
（
事
前
予
約
不
要
）

▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
３
６
５

１
ま
で
。

　

０
歳
児
親
子
を
対
象
に
セ
ン

タ
ー
内
の
地
域
活
動
室
を
開
放

し
ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
遊
ん

だ
り
、
友
だ
ち
づ
く
り
や
情
報

交
換
し
ま
せ
ん
か
。
普
段
ひ
ろ

ば
に
置
い
て
い
な
い
お
も
ち
ゃ

も
あ
り
ま
す
。　
　

　

午
前
11
時
か
ら
ふ
れ
あ
い
遊

び
を
行
う
予
定
で
す
。

　

妊
婦
さ
ん
の
ひ
ろ
ば
見
学
会

も
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
６
日
㈭
午
前
10

時
～
午
後
１
時
（
事
前
予
約
不

要
）

▽
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー

▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
３
６
５

１
ま
で
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

外
国
人
の
た
め
の

日
本
語
学
習
教
室

６
月
の

出
張
か
る
が
もひ

ろ
ば

０
歳
児
親
子
の

開
放
日

大
切
な
思
い
出
を

残
す
た
め
に

婚
姻
届
等
の

記
念
に

写
真
撮
影

ご
存
知
で
す
か
？

自
転
車
に
乗
る
と
き
の
正
し
い
ル
ー
ル

玉
川
上
水
駅
前
第
１
公
共
自
転
車
等
駐
車
場

一
時
利
用
枠
が
オ
ー
プ
ン

地域の子育て拠点「子育てひろば」に行ってみよう！
　市内に９か所（民間保育園３か所、児童館６か所）の子育てひろばがあります。おもちゃ、乳幼
児向けのイベントなどがあり、親子で遊んだり、友達づくりができます。また、育児の悩みなどを
お聞きする子育て相談も実施しています（一部予約制）。
　民間保育園の子育てひろばでは、家庭で保育をしている保護者が利用できます。
　詳しくは、各施設にお問い合せください。

大和南保育園「子育て支援センター・ぽけっと」

▽オープンデー　毎週月・水・金曜日の午前10時～正午

▽子育て相談　月～金曜日の午前９時～午後５時（要予約）。電話やファクスでも受付けます。

▽問合せ　大和南保育園☎０４２-５６５-３４５０、ファクス（０４２-５６６-５７５０）へ。

れんげ上北台保育園「子育てひろば」

▽オープンデー　毎週月・水・金曜日の午前10時～午後４時、木曜日の午前10時～正午

▽子育て相談　火・土曜日と木曜日の午後（要予約）

▽問合せ　れんげ上北台保育園☎０４２-５６３-３９９０、ファクス（０４２-５６１-５４８７）へ。

玉川上水保育園「子育てひろば（にこにこ広場）」

▽オープンデー　火～金曜日の午前９時30分～正午、午後２時30分～３時30分
▽子育て相談　オープンデーの中で随時受付けます。

▽問合せ　玉川上水保育園☎０４２-５６６-８６７２、ファクス（０４２-５６６-８６７１）へ。

児童館子育てひろば（６か所）
全ての児童館に子育てひろばを設置しています。親子サークル（例年４月に募集）もあります。

▽オープンデー　月～土曜日の午前１０時～午後６時。

▽子育て相談　オープンデーの中で随時受付けます。

▽問合せ　ならはし児童館☎０４２-５６２-３６００、かみきただい児童館☎０４２-５６７-２８８４、 
　むこうはら児童館☎０４２-５６３-１８５８、なんがい児童館☎０４２-５６７-２４４１、きよはら
　児童館☎０４２-５６５-６０２１、さくらがおか児童館☎０４２-５６７-２２３７まで。

放置自転車等は撤去します 安全な歩行空間を確保するため、駅近くの放置禁止区域内の歩道などには自転車等を放置しないでください。駅からおおむ
ね８００メートル以内にお住まいの方は、自転車等の利用の自粛をお願いします／問合せ　土木課・内線１２１３まで
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創
業
に
必
要
な
「
経
営
」「
財

務
」「
人
材
育
成
」「
販
路
開
拓
」

に
関
す
る
知
識
を
、
専
門
家
が

分
か
り
や
す
く
解
説
、
楽
し
く

学
ぶ
参
加
型
の
創
業
塾
「
東
大

和
市
創
業
塾
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
４
分
野
を
受
講
し
た
場

合
は
、
市
が
認
定
し
証
明
書
を

発
行
し
ま
す
。
こ
の
証
明
書
は
、

市
内
で
創
業
す
る
際
に
登
録
免

許
税
の
軽
減
や
創
業
関
連
保
証

枠
の
拡
大
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
８
日
㈯
・
15
日

㈯
・
22
日
㈯
・
29
日
㈯
、
７
月

６
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分
（
６
月
15
日
㈯
は
午

後
５
時
30
分
ま
で
）

▽
場
所　

中
小
企
業
大
学
校
東

京
校
内
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ

（
桜
が
丘
２
─
137
─
５
）

▽
定
員　

30
人
（
申
込
順
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
方
法　

チ
ラ
シ
裏
面
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

産
業
振
興
課
（
市
役
所
１
階
。

フ
ァ
ク
ス
042
─
563
─
５
９
２
７
。

電
話
で
も
可
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
チ
ラ
シ
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
か
、
産
業
振
興
課
、

市
内
公
共
施
設
等
で
取
得
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

６
月
７
日
㈮

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
６
ま
で
。

ん
だ
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」 

「
相
談
相
手
が
い
な
い
」
な
ど

で
お
困
り
の
方
に
、
市
と
協
定

し
て
い
る
施
工
団
体
を
あ
っ
せ

ん
し
て
い
ま
す
。
団
体
の
職
員

が
、
工
事
希
望
等
を
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
、
希
望
に
沿
っ
た
登
録
業

者
が
派
遣
さ
れ
ま
す
。
あ
っ
せ

ん
を
希
望
す
る
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市

が
個
別
の
事
業
者
を
あ
っ
せ
ん

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
６
ま
で
。

　

住
宅
等
の
増
改
築
及
び
修
繕

を
お
考
え
で
「
ど
の
業
者
に
頼

◎
事
業
資
金
融
資
の
あ
っ
せ
ん

　

小
規
模
事
業
を
営
ん
で
い
る

方
、
新
た
に
事
業
を
始
め
よ
う

と
す
る
方
に
対
す
る
事
業
資
金

の
融
資
に
つ
い
て
、
市
内
の
金

融
機
関
へ
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度

で
す
。
申
込
条
件
及
び
融
資
条

件
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

◎
中
小
企
業
勤
労
者
生
活
資
金

融
資
の
あ
っ
せ
ん

　

市
内
在
住
の
中
小
企
業
勤
労

者
に
対
す
る
生
活
資
金
の
融
資

に
つ
い
て
、
指
定
の
金
融
機
関

へ
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度
で
す
。

▽
申
込
要
件　

①
市
内
に
１
年

以
上
居
住
し
、
同
一
事
業
所
に

１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
こ
と

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

③
資
金
の
使
途
が
適
切
で
返
済

能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と

▽
融
資
額　

教
育
資
金
、医
療
・

出
産
資
金
、
冠
婚
葬
祭
資
金
は

80
万
円
以
内
。
住
宅
等
改
修
資

金
は
100
万
円
以
内
。

▽
利
率　

年
1.8
％

▽
返
済
期
間　

５
年
以
内

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
産
業
振

興
課
・
内
線
１
０
７
１
ま
で
。

ご加入ください交通災害共済「ちょこっと共済」 わずかな掛け金で加入でき、手続きも簡単です。ぜひご加入ください／問合せ　土木課・内
線１２１３まで

ご
利
用
く
だ
さ
い

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

新
し
く
事
業
を
始
め
た
い
方
を
応
援
し
ま
す

　
東
大
和
市 

創
業
塾

住
宅
の
増
改
築
工
事

施
工
団
体
を

　
　
紹
介
し
ま
す

事業資金融資の申込要件
個人 法人

居住等
市内に１年以上居住し、
都内で１年以上事業を
営んでいること

主たる事業所等を市内
に有し、１年以上事業
を営んでいること

従業員数 20人以下（商業等は５人以下）であること
市税の完納 申込者名義で完納 法人名義で完納
保証人 不要 代表者
信用保証 東京信用保証協会の保証対象業種であること
※�独立開業資金は、申込要件が異なります。お問い合わせください。

事業資金融資の融資条件

運転資金 設備資金
不況対策特別
運転資金

独立開業
資金

融資限度額 ５００万円 ７００万円 ３００万円 ５００万円
償還期間 ５年以内 ７年以内 ５年以内 ５年以内
利率 小口事業資金1.9％、特例小口零細企業資金1.8％
利子補給 ５０％ ５０％ ７０％ ５０％
その他 ― 見積書が必要 別途要件あり 別途要件あり

※不況対策特別運転資金及び独立開業資金は、小口事業資金のみの制
度です。

嘱託員を募集します 

5月１７日㈮から市職員採用試験の受付が始まります 

▷応募要件　司書若しくは司書教諭の資格を有する方 
▷採用予定人数　１人 
▷勤務時間　午前８時４５分～午後５時１５分（勤務

時間は原則であり７時間３０分以内で変更する場合
もあります） 

▷勤務内容　カウンター業務及び資料整理 
▷報酬　時給１，４８０円 
▷委嘱期間　令和元年７月１日～令和２年３月３１日 

▷応募要件　東大和市放課後児童健全育成事業の設備
及び運営に関する基準を定める条例(平成２６年条
例第１９号）第１１条第２項各号のいずれかに該当
する方であって、健康状態が良好で業務にたえられ
る方 

▷採用予定人数　４人 
▷勤務時間　１年を平均し１週間当たり３０時間を超

えない範囲内で管理者が指定する時間 
▷勤務内容　学童保育所における保育業務 
▷報酬　月額１９０，８００円 
▷委嘱期間　令和元年７月１日～令和２年３月３１日 

▷応募要件　保育士の資格を有する方 
▷採用予定人数　１人 
▷勤務時間　月曜日～金曜日の午前９時

～午後４時(週３０時間勤務) 
▷勤務内容　保育業務等 
▷報酬　時給１，４８０円 
▷委嘱期間　令和元年７月１日～令和２

年３月３１日 

◎共通事項
▷募集要項の配布 ５月３０日㈭まで職員課で配布します（土・日曜日は除く）。 
※市のホームページからもダウンロードできます。 
▷選考日時・内容 ６月１日㈯午前９時から論文試験・面接試験を行います。 
▷応募受付 ５月２９日㈬・３０日㈭の2日間、職員課で受付けます。応募の際は、原則として本人

がお越しください。代理による受付を希望の場合は、事前に職員課にお問い合わせください。 
▷提出書類 当市規定の履歴書、受験票及び資格証等の写し 
※詳細は、募集要項をご覧ください。 
※嘱託員制度の見直しが予定されていることから、嘱託員としての更新はありません。 

▷応募要件　栄養士の資格を有する方 
▷採用予定人数　１人 
▷勤務時間　月曜日～金曜日の午前９時

～午後４時(週３０時間勤務) 
▷勤務内容　給食管理業務等 
▷報酬　時給１，６３０円 
▷委嘱期間　令和元年７月１日～令和２

年３月３１日 

▷応募要件 次のいずれかの資格を有する方 
(１)介護支援専門員の資格を有する方 
(２)保健師、看護師、理学療法士、作業療法士、社

会福祉士、介護福祉士のいずれかの資格を有し、
３年以上の実務経験のある方 

▷採用予定人数　２人 
▷勤務時間　原則、月曜日～金曜日のうち週４日

間で、午前８時３０分～午後５時 (週３０時間)
▷勤務内容 
①介護認定調査員は、被保険者の要介護認定等に

必要な調査を実施する。 
②調査結果の提出「認定調査票記入の手引き」等

の規定に基づき、概況調査、基本調査、特記事
項を適切に記入する。 

▷報酬　時給 １，６９０円 
▷委嘱期間  
①令和元年７月１日～令和２年３月３１日（１人）
②令和元年８月１日～令和２年３月３１日（１人）

保育士(狭山保育園)

図書館業務員

介護認定調査員

栄養士(狭山保育園)

学童保育所指導員

市では、令和元年10月１日付及び令和２年４月１日付で採用する職員を次のとおり募集します。一般事務職の筆記試験の内容は、基礎的な学 
力や思考力を問う問題です。従来型の公務員試験ではありません。詳細は、募集要項をご覧ください。  
▷採用職種・予定人数　右表参照  
▷募集要項の配布　５月20日㈪まで職員課で配布します（土・日曜日、祝日は除く）。  
※市のホームページからもダウンロードできます。  
▷応募受付　５月17日㈮・18日㈯・20日㈪ 
※受付時間及び受付会場は、必ず募集要項で確認してください。  
▷提出書類　当市規定の履歴書、エントリーシート及び受験票等  
▷問合せ　職員課・内線１３３１まで。 

採用職種 予定人数
一般事務（令和元年10月１日付採用）

若干名 
一般事務（令和２年４月１日付採用）
一般事務（身体障害者） 
土木技術 
建築技術 

▷問合せ　職員課・内線１３３２まで。 

市役所☎042−563−2111（代）令和 元 ・ 5 ・ 1 55 東やまと市報



■
育
児
相
談
会
～
か
ん
が
る
ー

グ
ル
ー
プ

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

や
発
達
に
不
安
や
心
配
を
抱
え

て
い
る
家
族
（
保
護
者
の
み
の

参
加
も
歓
迎
）
／
５
月
17
日
㈮

午
前
９
時
30
分
～
11
時
／
場
所

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
子
育
て

に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
小
児

科
医
と
の
相
談
が
で
き
ま
す
／

母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
（
７
～
11
か
月
）

　

生
後
７
～
11
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
６
月
６
日
㈭
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
／
場
所

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
20
人

（
申
込
順
。
電
子
申
請
で
も
受

け
付
け
ま
す
）
／
保
育
室
有
り

（
15
人
。
申
込
順
）
／
離
乳
食

の
進
め
方
の
話
、
調
理
実
習
、

試
食
（
親
子
）
／
母
子
健
康
手

帳
、
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
い
き
い
き
ヘ
ル
シ
ー
教
室

「
綺
麗
に
や
せ
よ
う
！
～
お
な

か
ス
ッ
キ
リ
、
理
想
の
身
体
を

め
ざ
し
ま
し
ょ
う
～
」（
保
育
付
）

　

体
脂
肪
・
筋
肉
量
測
定
を
し

ま
す
。
夏
に
向
け
て
、
無
理
せ

ず
身
体
の
内
側
か
ら
き
れ
い
に

し
ま
せ
ん
か
。
室
内
で
で
き
る

運
動
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
の
と
り
方
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

概
ね
65
歳
未
満
の
方
／
日

時
・
内
容
等　

左
表
の
と
お
り

／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

／
20
人
（
申
込
順
）
／
保
育
１

歳
～
３
歳
の
幼
児
６
人
（
申
込

順
）。

■
成
人
歯
科
健
康
診
査

　

市
内
在
住
で
30
・
40
・
50
・

60
・
70
歳
の
方
（
平
成
元
年
４

月
２
日
～
平
成
２
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
方
、
昭
和
54
年
４
月

２
日
～
昭
和
55
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
方
、
昭
和
44
年
４
月
２

日
～
昭
和
45
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方
、
昭
和
34
年
４
月
２
日

～
昭
和
35
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
、
昭
和
24
年
４
月
２
日
～

■
食
育
推
進
事
業
「
郷
土
食
講

習
会
～
東
大
和
の
美
味
し
さ
を

知
ろ
う
！
～
」

　

東
大
和
市
特
産
品
の
ひ
が
し

や
ま
と
茶
う
ど
ん
、
地
場
野
菜
、

地
場
産
物
を
豊
富
に
使
っ
た
ラ

ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
東
大
和
の
味
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
内
在
住
の
方
／
６
月
13
日

㈭
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時

30
分
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
／
16
人
（
申
込
順
）
／
保

育
室
有
り
（
１
歳
６
か
月
～
就

学
前
の
幼
児
８
人
。
申
込
順
）

／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記

用
具

■
献
血
実
施
の
お
知
ら
せ

　

東
大
和
市
役
所
に
て
献
血
を

行
い
ま
す
。
血
液
は
人
工
的
に

造
る
こ
と
、
ま
た
長
期
間
の
保

存
が
で
き
ま
せ
ん
。
健
康
な
皆

さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

200 

ml
献
血
の
受
付
に
つ
い
て
は
、

当
日
の
必
要
量
が
確
保
で
き
た

際
に
は
受
付
を
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

５
月
23
日
㈭
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
15
分
～
４
時
／

場
所　

市
役
所
会
議
棟
前
／
献

血
種
類　

200 

ml
ま
た
は
400 

ml
採

血■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
、

専
門
の
病
院
に
受
診
す
べ
き
か

ど
う
か
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の

家
族
の
た
め
に
、
専
門
医
が
相

談
に
の
り
ま
す
／
６
月
５
日
㈬

午
前
10
時
～
正
午
（
事
前
予
約

制
）
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン

タ
ー

す
。
市
で
は
人
権
擁
護
委
員
に

よ
る
特
設
人
権
相
談
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す（
事
前
申
込
制
）。

　

６
月
３
日
㈪
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
２
時
～
４
時
／
場
所

市
民
相
談
室
（
市
役
所
４
階
）

／
相
談
内
容　

人
権
侵
害
、
家

族
関
係
、
人
生
相
談
等
の
悩
み

ご
と
／
秘
書
広
報
課
・
内
線
１

４
１
３
ま
で
。

■
浄
化
槽
の
点
検
・
清
掃
・
検

査
を
お
願
い
し
ま
す

　

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
方

は
、
公
衆
衛
生
の
向
上
や
公
共

用
水
域
の
水
質
保
全
の
た
め
に
、

浄
化
槽
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

次
の
３
つ
の
義
務
に
努
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

①
保
守
点
検
：
東
京
都
に
登
録

し
た
専
門
業
者
が
定
期
的
に
実

施
す
る
点
検
作
業

②
清
掃
：
市
の
許
可
を
受
け
た

事
業
者
が
実
施
す
る
浄
化
槽
の

清
掃
作
業

③
法
定
検
査
：
公
益
財
団
法
人

東
京
都
環
境
公
社
が
実
施
す
る

①
と
②
の
状
況
等
を
客
観
的
に

判
断
す
る
検
査

　

な
お
、
市
街
化
区
域
で
は
、

公
共
下
水
道
が
ほ
ぼ
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
公
共
下
水
道
が
使

用
で
き
る
区
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
速
や
か
に
公
共
下
水
道

へ
の
切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま

す
／
東
京
都
多
摩
環
境
事
務
所

廃
棄
物
対
策
課
浄
化
槽
係
☎
042

―
528
―
２
６
９
２
ま
た
は
ご
み

対
策
課
・
内
線
１
２
４
１
ま
で
。

■
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
（
ビ
ジ

ネ
ス
ト
）
創
業
準
備
・
新
規
事

業
コ
ー
ス(

７
月
１
日
利
用
開

始)

申
込
受
付
中

　

創
業
に
興
味
が
あ
る
、
創
業

を
目
指
し
て
い
る
個
人
、
創
業

間
も
な
い
法
人
へ
一
人
ひ
と
り

に
合
わ
せ
た
専
属
サ
ポ
ー
タ
ー

戦没者の遺族の皆さんへ～戦没者追悼式（予定） 開催日　8月15日㈭/場所　全国戦没者追悼式は日本武道館、東京都戦没者追悼式は文京シビック
ホール/申込み　6月3日㈪～14日㈮の間に東京都福祉保健局生活福祉部計画課☎03-5320-4076へ

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
構
築
、

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
プ

レ
ゼ
ン
資
料
作
り
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
支
援
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

こ
の
他
の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は

随
時
利
用
申
込
み
を
受
付
中
で

す
。
詳
細
は
「
中
小
機
構
ビ
ジ

ネ
ス
ト
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
／
申
込
期
限　

５
月
31
日
㈮
／
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ

ｓ
ｔ
（
ビ
ジ
ネ
ス
ト
）
担
当
☎

042
―
565
―
１
１
９
５
へ
。

◎
胃
が
ん
検
診

　

市
内
在
住
の
35
歳
以
上
の
方

（
胃
・
十
二
指
腸
の
病
気
で
治
療

中
ま
た
は
経
過
観
察
中
の
方
は

除
く
）
／
①
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
：
７
月
23
日
㈫
・
25
日
㈭
・
26

日
㈮
・
29
日
㈪
・
30
日
㈫
、
８

月
２
日
㈮
・
６
日
㈫
～
８
日

㈭
：
385
人（
抽
選
）②
東
京
都
が

ん
検
診
セ
ン
タ
ー（
府
中
市
）：

７
月
31
日
㈬
、
８
月
１
日
㈭
・

５
日
㈪
：
15
人
（
抽
選
）
／
検

診
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
正

午
／
問
診
、
胃
部
の
バ
リ
ウ
ム

に
よ
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
／
７

月
上
旬
頃
に
検
診
票
を
送
付
予

定
。

◎
乳
が
ん
検
診

　

市
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
女

性
（
平
成
30
年
４
月
～
平
成
31

年
３
月
に
市
の
乳
が
ん
検
診
を

受
け
た
方
、
今
年
度
ク
ー
ポ
ン

券
に
よ
る
乳
が
ん
検
診
対
象
の

方
、
乳
腺
疾
患
で
治
療
中
ま
た

は
経
過
観
察
中
の
方
は
除
く
）

／
①
東
大
和
病
院
附
属
セ
ン
ト

ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
：
８
月
１
日

㈭
～
９
月
30
日
㈪
（
月
・
木
・

金
・
土
曜
日
の
午
後
の
み
）
／

１
日
あ
た
り
７
人
ま
で
②
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
（
検
診
車
に
よ

る
検
診
）：
８
月
20
日
㈫
～
９
月

19
日
㈭
の
う
ち
月
～
土
曜
日
の

18
日
間
／
750
人
（
抽
選
）
／
問

診
、
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）／
７
月

下
旬
頃
に
検
診
票
を
送
付
予
定
。

◎
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
（
単
独

節
目
）

　

市
内
在
住
の
節
目
年
齢

（
40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
）
の

方
で
今
ま
で
市
の
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
／

７
月
１
日
㈪
～
９
月
30
日
㈪

（
医
療
機
関
の
休
診
日
は
除

く
）
／
指
定
医
療
機
関
／
530
人

（
抽
選
）
／
問
診
、
血
液
検
査

／
６
月
下
旬
頃
に
受
診
可
能
な

方
へ
検
診
票
を
送
付
予
定
。

【
検
診
の
申
込
方
法
】

・
は
が
き
：
下
図
の
と
お
り
記

入
し
６
月
８
日
㈯（
消
印
有
効
）

ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
１

検
診
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

・
電
子
申
請
（
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
は
除
く
）：
６
月
８
日
㈯
ま

で
に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
窓
口
：
６
月
７
日
㈮
午
後
５

時
ま
で
に
、
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
の
方
を
優
先
。

※
検
診
に
関
す
る
問
合
せ
は
、

６
月
７
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
。

受
付
期
間
終
了
後
に
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
い
て
も
申
し
込
み

で
き
ま
せ
ん
。

昭
和
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
）、
76
・
80
・
85
歳
の
方
で
無

保
険
等
の
方
（
昭
和
18
年
４
月

２
日
～
昭
和
19
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
方
、
昭
和
14
年
４
月
２

日
～
昭
和
15
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方
、
昭
和
９
年
４
月
２
日

～
昭
和
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
）
／
７
月
１
日
㈪
～
令
和

２
年
１
月
31
日
㈮
（
医
療
機
関

の
休
診
日
は
除
く
）
／
場
所

指
定
医
療
機
関
／
550
人（
抽
選
）

／
問
診
、
口
腔
内
診
査
／
対
象

の
方
に
は
個
別
に
黄
色
の
は
が

き
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
対
象

の
方
で
は
が
き
が
届
い
て
い
な

い
方
は
、
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
熱
中
症
に
ご
注
意
を
！

　

５
～
６
月
は
ま
だ
暑
さ
に
慣

れ
て
い
な
い
た
め
、
夏
ほ
ど
気

温
が
高
く
な
く
て
も
熱
中
症
の

危
険
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
前

日
と
の
気
温
差
が
あ
る
日
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
汗
を
か
く
こ

と
で
体
内
の
熱
を
う
ま
く
外
に

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
格

的
に
暑
く
な
る
前
の
時
期
か
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
軽
い
運
動

を
し
て
汗
を
か
き
や
す
い
体
づ

く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
す
る
な

ど
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
日
「
特
設

人
権
相
談
」

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、「
全
国
一
斉

特
設
人
権
相
談
」
を
実
施
し
ま

情報マップ

日時 内容・講師 持ち物等

6月12日㈬
午後1時30分〜
4時

運動実技（健康運動
指導士）、保健に関す
る講話（保健師）、体
成分分析装置INBODY
測定

健康手帳（お持ちの
方）、筆記用具、タオ
ル、水分補給用飲料
水、動きやすい服装

6月26日㈬
午前9時30分〜
午後0時30分

栄養に関する講話・
調理実習（栄養士）

健康手帳、筆記用具、
エプロン、三角巾

※
不
備
の
あ
る
も
の
は
、
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

※
検
査
の
性
質
上
受
診
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

検
診
票
に
同
封
す
る
案
内
文

を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
５

２
１
１
ま
で
。
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東
大
和
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
行

東
大
和
市
中
央 

３― 

    ― 

１

918

※

○
○
○
○
申
込
み

〔
希
望
す
る
検
診
名
を
記
入
〕

62円分
 の切手

胃がん検診用 表（共通）

１．申込者の住所
２．氏名（ふりがな）
３．  生年月日・年齢・性別
４．電話番号
５．検診希望日

　第１希望  ○月○日（○曜日）
　第２希望  ○月○日（○曜日）
　第３希望  ○月○日（○曜日）

１．申込者の住所
２．氏名（ふりがな）
３．  生年月日・年齢
４．電話番号
５．希望医療機関・曜日

　第１希望医療機関・曜日
　第２希望医療機関・曜日
　第３希望医療機関・曜日

　※第３希望までご記入ください。

（はがきウラ）（はがきウラ）（はがきウラ）

乳がん検診用

※医療機関・曜日についての希望が
　ない場合は、その旨ご記入ください。

肝炎ウイルス検診用

１．申込者の住所

２．氏名（ふりがな）

３．  生年月日・年齢・性別

市役所☎042−563−2111（代） 6東やまと市報 令和 元 ・ 5 ・ 1 5



部
）
／
６
月
２
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
３
時
／
■場
新
堀
こ
ど
も

広
場
、
向
原
西
公
園
、
芝
中
中

央
公
園
／
無
料
住
宅
相
談
、
包

丁
研
ぎ
、
模
擬
店
、
工
作
体
験

（
キ
ッ
ト
が
無
く
な
り
次
第
終

了
）
／
■問
同
村
山
大
和
支
部
042

―
563
―
３
２
６
１（
平
日
の
み
）

■
文
化
庁
伝
統
文
化
親
子
教
室

事
業
「
き
も
の
（
ゆ
か
た
）
の

着
方
と
作
法
親
子
教
室
」（
き
も

の
サ
ー
ク
ル
花
車
の
会
）
／
小

学
３
年
生
～
中
学
生
、
保
護
者

／
６
月
２
日
～
９
月
１
日
の
日

曜
日
午
前
10
時
～
正
午
／
■場
中

央
公
民
館
／
20
人
（
申
込
順
）

／
■講
高
橋
蓉
富
子
／
■持
ゆ
か
た

一
式
（
お
持
ち
の
方
）。貸
出

有
り
／
■問
関
田
090
―
８
９
４
３

―
４
９
５
７

■
第
10
回
花
＊
み
ど
り
カ
フ
ェ

「
東
大
和
を
花
の
ま
ち
に
」（
東

大
和
ま
ち
お
こ
し
連
絡
会
）／

ど
な
た
で
も
／
６
月
８
日
㈯
午

前
10
時
～
午
後
１
時
30
分
（
予

定
）（
種
苗
交
換
会
は
９
時
30

分
か
ら
）／
■場
南
街
公
民
館
／

「
ヒ
ガ
シ
ヤ
マ
ト
未
来
大
学
」

と
の
コ
ラ
ボ
で
「
花
の
ま
ち
」

の
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
。
カ
フ
ェ

ラ
ン
チ
で
夢
を
語
り
合
お
う
／

■講
菅
野
結
花
／
■費
300
円
／
■持
筆

記
用
具
／
■問
ま
ち
連
事
務
局
042

―
507
―
３
８
４
６

市税・国民健康保険税はインターネットを利用してクレジットカードで24時間納付できます／問合せ　納税課・内線1041まで

■
介
護
者
の
集
い
（
介
護
者
の

集
い
東
大
和
）
／
介
護
経
験
者

他
／
５
月
16
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分
／
■場
向
原
老
人

福
祉
館
／
介
護
に
関
す
る
情
報

交
換
、
経
験
談
な
ど
／
■費
100
円

／
■申
５
月
15
日
ま
で
に
田
村
090

―
５
３
０
８
―
６
６
３
８
へ

■
介
護
家
族
の
会
し
ゃ
ぼ
ん
玉

（
ま
め
の
会
）
／
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
方
、
経
験
者
他
／

５
月
19
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時

45
分
／
■場
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん

ど
う
ま
め
／
10
人
位
／
介
護
の

悩
み
を
話
し
た
り
、
情
報
交
換
。

認
知
症
の
家
族
と
同
伴
可
（
事

前
予
約
）
／
■費
100
円
／
■問
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め
042
―

565
―
９
７
７
８

■
東
大
和
病
院
健
康
フ
ェ
ア

（
社
会
医
療
法
人
財
団
大
和
会
）

／
５
月
19
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
２
時
30
分
／
■場
東
大
和
ケ
ア

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税

相
談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開

庁
に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

納
税
課（
市
役
所
１
階
）で
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専
用
端

末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を
入
力

す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替
の
申

込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー
口
座

振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
（
金
融
機
関
の
届
出
印

は
不
要
で
す
）。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線 

１
０
４
１
ま
で
。

納期限　5月 31 日（金）
・固定資産税・都市計画税 第 1 期全期前納
・軽自動車税　　　　　　 　　　　　全期
・国民健康保険税　　　　過年度分第 2 期
・介護保険料　　　　　　過年度分第 2 期
　　　問合せは、高齢介護課・内線 1136 まで
・後期高齢者医療保険料　過年度分第 2 期
　　　問合せは、保険年金課・内線 1026 まで

《今月の納期》

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ほ
ん
・
本
・
B
O
O
K

　

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042
―
564
―
２
４
５
４
ま
で
。

〈
一
般
書
〉

・
植
物
た
ち
の
戦
争

日
本
植
物
病
理
学
会 

編
著

・
天
皇
の
憂
鬱奥

野 

修
司 

著

・
平
成
史

保
阪 

正
康 

著

・
マ
ー
ダ
ー
ハ
ウ
ス

五
十
嵐 

貴
久 

著

・
マ
ン
・
イ
ン
・
ザ
・
ミ
ラ
ー

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
サ
ト
シ 

著

・
世
界
を
獲
る
ノ
ー
ト

島
沢 

優
子 

著

〈
児
童
書
〉

・
こ
と
ば
あ
そ
び
の
た
び

　
　

谷
川 

俊
太
郎
・　
　

  

は
せ 

み
つ
こ 

共
作

・
イ
チ
か
ら
つ
く
る
鉄

永
田 

和
宏 

編

・
家
を
せ
お
っ
て
歩
く

村
上 

慧 

作

※
凡
例　

■場
場
所
、■講
講
師
、■費
費
用
（
記

載
な
し
は
無
料
）、
■入
入
会
金
、
■月
月
会 

費
、
■年
年
会
費
、
■持
持
ち
物
、
■問
問
合
せ
、

■申
申
込
み

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申

込
み
や
問
合
せ
は
、
記
事
の
主
催
者
へ
お

願
い
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
／
骨
密
度
、
血
糖
値
、

物
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
、
講
座
等
／

■問
健
康
フ
ェ
ア
担
当
042
―
562
―

１
４
１
１

■
文
化
庁
伝
統
文
化
親
子
教
室

事
業
「
茶
道
こ
ど
も
教
室
」
／

小
・
中
学
生
、
保
護
者
も
可
／

５
月
～
12
月
の
月
３
回
程
度
の

日
曜
日
午
前
10
時
～
正
午
／
■場

中
央
公
民
館
／
12
人（
申
込
順
）

／
気
く
ば
り
、
思
い
や
り
、
お

も
て
な
し
を
学
ぶ
／
■月
千
円
／

■持
白
い
ソ
ッ
ク
ス
／
■問
伊
藤
042

―
566
―
０
２
７
５
（
フ
ァ
ク
ス

兼
用
）

■
10
周
年
コ
ン
サ
ー
ト　

ウ
ィ

ー
ラ
ブ
コ
ー
ラ
ス
（
コ
ー
ル
ゆ

い
ま
あ
る
＆
コ
ー
ル
セ
ゾ
ン
）

／
６
月
１
日
㈯
午
後
２
時
～
４

時
／
■場
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／
チ

ケ
ッ
ト
残
少
（
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
）／
■問
コ
ー
ル
セ
ゾ
ン 

chor.saison@
gm

ail.com
■
大
和
会
公
開
医
学
講
座
「
な

ぜ
貧
血
に
な
る
の
か
～
あ
の
症

状
は
貧
血
の
サ
イ
ン
？
～
」（
社

会
医
療
法
人
財
団
大
和
会
）
／

６
月
１
日
㈯
午
後
３
時
30
分
～

４
時
30
分
／
■場
武
蔵
村
山
病
院

／
■講
小
林
み
ど
り
／
予
約
不
要

／
■問
大
和
会
法
人
本
部
広
報
企

画
課
042
―
567
―
８
３
０
７

■
第
42
回
住
宅
デ
ー
（
東
京
土

建
一
般
労
働
組
合
村
山
大
和
支

■
バ
ザ
ー
品
提
供
の
お
願
い

（
み
ん
な
の
会
・
第
二
み
ん
な

の
家
）
／
６
月
30
日
㈰
に
開
催

す
る
地
域
交
流
会
「
来
て
！
見

て
！
作
っ
て
！
」
へ
の
バ
ザ
ー

品
の
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

／
人
形
、
大
型
家
具
、
古
着
、

家
電
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
／
■問

第
二
み
ん
な
の
家
042
―
567
―
０

２
６
７

■
み
な
み
こ
う
え
ん
祭
り
２
０

１
９〔（
公
財
）東
京
都
公
園
協

会
〕
／
５
月
26
日
㈰
午
後
１
時

～
４
時
（
雨
天
順
延
の
場
合
は

６
月
９
日
㈰
）
／
■場
東
大
和
南

公
園
／
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
昔

遊
び
体
験
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ

ー
ツ
体
験
会
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
／
■問
東
大
和
南
公
園
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
042
―
562
―
１
４
９

８■
街
頭
労
働
相
談

　

東
京
都
で
は
、
働
く
方
・
事

業
主
・
一
般
都
民
の
方
を
対
象

に
街
頭
労
働
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
賃
金
・
労
働
時
間
・
休
日

休
暇
・
労
働
保
険
な
ど
労
働
条

件
に
関
す
る
こ
と
や
、
労
使
間

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
を
無

料
で
お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、

労
働
問
題
に
関
す
る
各
種
資
料

も
豊
富
に
揃
え
、
無
償
で
配
布

し
ま
す
／
５
月
24
日
㈮
午
前
11

時
～
午
後
３
時
（
荒
天
中
止
）

／
■場
伊
勢
丹
立
川
店
２
階
正
面

玄
関
屋
外
右
横
／
労
働
関
係
資

料
の
配
布
、
労
働
相
談
／
■問
東

京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

国
分
寺
事
務
所
042
―
323
―
８
５

１
１

■
都
税
の
証
明
書
等
の
郵
送
請

求
は
「
都
税
証
明
郵
送
受
付
セ

ン
タ
ー
」
宛
に
お
願
い
し
ま
す

　

郵
送
に
よ
る
都
税
の
証
明
書

等
の
発
行
業
務
を
「
都
税
証
明

郵
送
受
付
セ
ン
タ
ー
」
で
集
中

し
て
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た

／
対
象
：
納
税
証
明
書
、
自
動

車
納
税
証
明
書
（
継
続
車
検
等

用
）
／
宛
先
：
〒
112- 

8787
文
京
区

春
日
町
１
―
16
―
21
／
詳
細
は
、

東
京
都
主
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
／
■問
立
川
都

税
事
務
所
042
―
523
―
３
１
７
０

■
社
会
福
祉
協
議
会

◎
成
年
後
見
人
（
補
助
人
・
保

佐
人
）
と
し
て
活
動
中
の
方
へ

　
「
あ
ん
し
ん
東
大
和
」
で
は
、

成
年
後
見
人
等
と
し
て
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
る
方
（
親
族
・

専
門
職
等
）
か
ら
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
成

年
後
見
人
等
を
対
象
と
し
た
研

修
会
や
連
絡
会
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
身
近
な
相
談
窓
口
と

し
て
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
／
社
会
福
祉
協
議
会

あ
ん
し
ん
東
大
和
☎
042
―
590
―

０
０
１
８
へ
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
～

仕
事
の
受
注

　

屋
内
外
の
清
掃
、
植
木
せ
ん

定
、除
草
、家
事（
掃
除
・
洗
濯
・

食
事
づ
く
り
）、蜂
の
巣
駆
除
、

襖
・
障
子
・
網
戸
張
り
替
え
、

大
工
仕
事
、内
装
・
電
気
工
事
、

チ
ラ
シ
配
布
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）・
パ
ソ

コ
ン
周
辺
機
器
設
定
、
毛
筆
宛

名
・
賞
状
書
き
な
ど
、
困
り
ご

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
な
お
、
料
金
は
仕
事

の
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
／

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
042

―
565
―
０
５
３
１
へ
。スギ花粉症の舌下免疫療法

　アレルギー性鼻炎の原因植物といわれて
すぐ思い浮かぶのはスギ花粉です。日本人
の４人に１人がスギ花粉症であるといわれ
ており、現代の国民病と考えられています。
　スギ花粉は春先に飛んで、スギ花粉症を
引き起こします。今年は数年ぶりの大量飛
散で、多くの方がくしゃみ、鼻水、鼻づまり、
目のかゆみなどのアレルギー症状に悩まさ
れたことと思います。その他にハンノキ、
ヒノキ、シラカンバ、カモガヤ、ブタクサ、
ヨモギなどもアレルギー性鼻炎の原因植物
です。
　スギ花粉症の基本治療のひとつに、アレ
ルゲン免疫療法があります。これはアレル
ギーの原因となっているアレルゲンを少量
から投与することで、からだをアレルゲン
に慣らし、根本的に体質を改善させる治療
法です。アレルギー症状を長期間おさえ、
スギ花粉症を完全に治せる可能性がありま
す。以前は皮下に注射する薬しかなく、病
院で注射していましたが、２０１４年に舌
の下で薬を保持する「舌下免疫療法」が登
場し、自宅で服薬治療できるようになりま
した。スギ花粉エキスが原料となる薬を使
います。
　舌下免疫療法はスギ花粉症の他、昨年か
らダニによるアレルギー性鼻炎も保険適用
となりました。ダニエキスが原料となる薬
を使います。舌下免疫療法は毎日、長期間
（３年以上）継続する必要があり、即効性
を期待するものではありません。また、す
べての方に効果があるわけでもありません。
副作用や効果について治療開始前によく説
明を聞くことが重要です。従来の薬による
花粉症治療ではアレルギー症状が改善せず、
日常生活の質が低下してしまう方には、お
すすめの治療法です。
　アレルギー症状を少しでも改善し、快適
な毎日を過ごせるようにしましょう。

公益社団法人東大和市医師会

市役所☎042−563−2111（代）7 東やまと市報令和 元 ・ 5 ・ 1 5



不思議なご縁
　先日、姪が純日本風の神前結婚式を挙げまし
た。好天に恵まれた穏やかな日和で、桜は満開。
95才になった母を愛車に乗せて、参列してきま
した。
　そのお相手は、フランス人青年。ご両親をは
じめ10人程の親族が来日し、列席されました。
　この姪の両親、つまり、私の兄夫妻も国際結
婚で、お嫁さんが韓国人なのです。
　姪の結婚式は、そのような３か国の縁者が一
堂に会した、厳粛ながらも、とても賑々しい場
となりました。
　それにしても、我が一族は、何がどうなって
こんなにインターナショナルになったのか？

「縁は異なもの味なもの」とは昔からのことわ
ざですが、この人々の只中にいる私は、狐につ
ままれたような感を持っています。
　でも、一見華やかなこの人間たちですが、そ
の実情は様々です。度々喧嘩をしたり、親の介
護のために母国と日本を頻繁に往復したり、自
分たちの母国語とは違う言葉で関係作りをした
り等々、それなりの苦労を抱えています。
　どの国にも、どの国の人々にも、それぞれな
りの課題があるのです。日本だけが課題が多い
わけではなく、また少ないわけでもありません。
幸いを望むのは、日本人だけではありません。
　国籍の別なく、人と上手くやっていく方法は、
実にシンプルです。
　相手の言葉を傾聴し、穏やかな顔と思いやり
のある言葉で話すこと。そして、片言で良いの
で、相手の母国語で声を掛けてみることです。
　東大和市にも、外国籍の市民が増えていると
のこと。市内の公民館では、「外国人と市民との
交流会」といった事業も開催されており、身近
なところでも外国人の方との対話が盛んになり
つつあります。
　東京オリンピックも見据えた中で、いろいろ
な国籍の方々と仲良くしたいですね。

（市民記者　浅利和彦）

市
レポート

記民 者

■
国
民
年
金
の
種
別
変
更

　

国
民
年
金
制
度
は
、
国
内
に

居
住
す
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
全
て
の
方
に
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金

の
種
別
は
、
次
の
３
種
類
に
分

か
れ
て
お
り
、
届
出
は
加
入
時

だ
け
で
は
な
く
、
種
別
が
変
わ

っ
た
と
き
に
も
必
要
で
す
。

【
国
民
年
金
の
加
入
種
別
】

◆
第
１
号
被
保
険
者　

自
営
業

者
・
農
林
漁
業
者
と
そ
の
配
偶

者
、
学
生
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
無

職
の
方
等
で
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
方
が
対
象
で
す
。
加
入
や

種
別
変
更
の
手
続
き
は
、
被
保

険
者
の
方
が
行
い
ま
す
。

◆
第
２
号
被
保
険
者　

会
社
員

や
公
務
員
な
ど
、
厚
生
年
金
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
が
対
象

で
す
。
加
入
手
続
き
は
、
勤
務

先
で
行
い
ま
す
。

◆
第
３
号
被
保
険
者　

第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
が
対
象
で
す
。
届
出
は

第
２
号
被
保
険
者
の
勤
務
先
を

通
じ
て
行
い
ま
す
。

【
種
別
変
更
と
な
る
ケ
ー
ス
】

◆
第
１
号
被
保
険
者
に
な
る
方

60
歳
未
満
の
第
２
号
被
保
険
者

が
会
社
等
を
退
職
す
る
と
、
第

３
号
被
保
険
者
と
な
る
方
を
除

き
、
第
１
号
被
保
険
者
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
方
に
扶
養

さ
れ
て
い
た
第
３
号
被
保
険
者

も
第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま

す
。

◆
第
２
号
被
保
険
者
に
な
る
方

第
１
号
、
第
３
号
被
保
険
者
が

就
職
し
て
厚
生
年
金
保
険
に
加

入
す
る
と
第
２
号
被
保
険
者
に

な
り
ま
す
。

◆
第
３
号
被
保
険
者
に
な
る
方

第
１
号
、
第
２
号
被
保
険
者
が

婚
姻
、
退
職
等
に
よ
り
第
２
号

被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶
者
に

な
る
と
第
３
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
。

■
付
加
保
険
料
を
納
付
し
て
い

た
だ
く
と
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら

れ
た
期
間
（
厚
生
年
金
等
の
加

入
期
間
を
含
む
）
と
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
を
、
免
除
や
猶

予
さ
れ
た
期
間
が
10
年
以
上
あ

る
方
は
、
65
歳
か
ら
老
齢
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
年
金

額
を
少
し
で
も
多
く
受
給
さ
れ

た
い
方
は
、
国
民
年
金
保
険
料

と
あ
わ
せ
て
付
加
保
険
料
（
月

額
400
円
）
を
納
付
さ
れ
る
と
老

齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加

算
さ
れ
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

◎
納
付
額
と
受
給
額
の
例
（
付

加
保
険
料
を
10
年
間
納
付
し
た

場
合
）

付
加
保
険
料
の
納
付
額
＝
400
円

×
12
月
×
10
年
＝
四
万
八
、
〇

〇
〇
円

付
加
年
金
の
受
給
額
（
年
額
）

＝
200
円
×
12
月
×
10
年
＝
二
万

四
、
〇
〇
〇
円

〈
留
意
事
項
〉

・
付
加
保
険
料
の
納
付
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
申
出
書
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の

方
は
、
付
加
保
険
料
を
納
付
で

き
ま
せ
ん
。

▪
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事
務

所
☎
042
─
523
─
０
３
５
２
ま
た

は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
６
ま
で
。

国
民
年
金

だ
よ
り

ロビーコンサート ６月の施設利用申込み

新規発売・募集開始

東大和市民会館
ハミングホール

窓口販売：午前9時～午後8時30分
電話予約：午前9時～午後5時 ☎042-590-4414

毎週月曜日休館・祝日の場合は翌日休館
問 合 せ：午前9時～午後8時30分　☎042-590-4411

大・小ホールは令和2年6月分、その他の施設は令
和元年12月分です。なお、市民を対象とした調整
会議は、6月1日（土）午後１時30分から行います。

■ロビーコンサート vol.219
「～童謡は そよ風にのって～」
5月29日㈬正午開演／入場無料
出演：中村貴代（うた）・安里佳子（ピアノ）

■渡辺えり主宰オフィス3○○（さんじゅうまる）
　「私の恋人」プレビュー公演
8月7日㈬午後2時開演／大ホール／全席指定／一般5,000円（友の会4,500円）／
脚本・演出：渡辺えり／原作：上田岳弘「私の恋人」／出演：小日向文世、のん、
渡辺えりほか 友の会先行 一般発売

5月24日㈮ 5月25日㈯■Concert for KIDS～０才からのクラシック®～
10月5日㈯午前11時開演／大ホール／全席指定／一般1,500円（友の会1,350円）、
小学生以下700円／0才のお子さんからご入場いただける約１時間のクラシック・コ
ンサート。楽しいお話や、リズミカルな曲を交えながら、おとなにも聴き応えのある
演奏をお届けします／出演：鵜木絵里（ソプラノ）、礒絵里子（ヴァイオリン）、加藤
直明（トロンボーン）、新居由佳梨（ピアノ）

■これなら私も歌えそう！うたとからだのワークショップ
7月4日・18日、8月8日・22日、9月5日・19日・26日、10月3日・17日、11月7日（木曜日・全10回）午後2時～3時30分／
リハーサル室／受講料：一般8,000円（友の会7,300円）／対象：成人／定員：先着30人
うたや体操、手遊びを通して体を意識しリラックスした、いい声を出します。童謡唱歌にまつわるエピソードを交え、頭
も使って学んで元気に楽しみましょう！／講師：中村貴代（歌手）／申込み：5月25日㈯より電話またはホームページ
にて

友の会先行 一般発売

5月17日㈮ 5月18日㈯

環境を考える図書展

▷問合せ　中 央 図 書 館☎042-564-2454、
桜が丘図書館☎042-567-2231、
清 原 図 書 館☎042-564-2944まで。 

※各図書館の開館時間・休館日等は、それぞれの図
書館にお問い合わせください。 

◎中央図書館・桜が丘図書館
5月11日㈯～6月10日㈪

◎清原図書館　5月11日㈯～6月9日㈰ 

市役所☎042−563−2111（代） 8東やまと市報再生紙を使用しています

※広告に関する問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　TEL　042-528-3722へ

広告

令和 元 ・ 5 ・ 1 5


